
〔毎月2回・1日・15日発行〕 （昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可〕 ①
 

市 の 人 口 

52,796人 

一 広報 、 ‘ 	‘ 、 

③ご、よびやら 

、
 

酒
酔

い

・
暴
走
運
転
の
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放
を
 

若
者
が

た
い

ま

つ
パ
レ

ー
ド
 
広

場
で
事
故
撲
滅
祈
願
の
神
事

を
行
っ
た
あ
と
、
た
い
ま
つ
に

交
通
事
故
防
止
に
卒
先
し
て
 
装
束

に
た
い
ま
つ
を
か
ざ
し
て
 
御

神
火
を
と
も
し
、
た
そ
が
れ

立
ち
上
が
ろ
う
と
、
七
月
二
十
 

パ
レ
ー
ド
し
、
交
通
事
故
の
撲
 
の
目
抜

き
通
り
を
行
進
し
ま
し
 

一
日
市
内
の
若
者
五
十
人
が
白
 
滅
を

訴
え
ま
し
た
。
 

た
。
 

パ
レ
ー
ド
に
は
、
高
橋
助
役
、
 

福
田
警
察
署
長
、
交
通
安
全
協

会
、
町
内
会
連
合
会
等
の
来
賓

も
参
加
、
若
者
た
ち
と
プ
ラ
カ
 

ー
ド
を
掲
げ
酒
酔

い
・
暴
走
運

転
の
追
放
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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ー
七
月
二
十
一
日
、
 

岩
木
町
通
り
で
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西
北
で
は
初
の
本
格
施
設
り
 

轟
移

動
 
巡
回
相
談
所
 

八
月
は
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 

八
月
十
八

日
（
月
）
、

二
十
七
日
（
水
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

開
設
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
 

後
二
時
三
十

分
ま
で
で
す
。
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市

・
市
民
相
談
室
 

、
 

住
居
表

示
の
実
施
で
、

七
月
十

五
日
か

ら
新
宮
地
区
の
町

名
が
変

更
と
な
り

ま
し
た
が
、

町
名
が
変

わ
っ
た
方
で
車
の
運
転
免

許
証
を

持
っ
て
い
る
方
は

住
所
の
書
き
換

え
を
し

て
下
さ
い
。
 

手
続
き
は
、

五
所
川
原
警
察
署

の
交
通
安
全

協
会
窓
口
へ
免

許
証

を
持
参
す
る
だ
け
で

済
み
ま
す
。
 

書
類
や
手
数
料
等
は
不

要
で
す
。
 

若葉地区の方へ 

器許住所の書き換えを 

五
十
ニ
年
か
ら
総
工
費
二
億

一
千
五
百
万
円
を
投
じ
、

菊
ケ

丘
運
動
公
園
内
に
建
設
し
て
い

た
 
「市
営
球
場
」
が
完
成
し
、
 

七
月
十
五
日
修
ば

つ
・
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
三
日
か
ら
当
市
を

中
心
に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
 
 

体
育
大
会
の
開
会
式
場
と
し
て
、
 

華
々
し
く
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
市
営
球
場
は
、
約

三
万
七
千
平
方

H
の
敷
地
に
両

翼
が
九
十
三

H
、
セ
ン
タ
ー
が

百
二
十

H
。
観
客
の
収
容
人
員

は
内
野
席
（
イ
ス
）
、
外
野
席
 

（
芝
生
）
合
わ
せ
て
一
万
一
千
 
 

四
百
人
と
い
う
西
北
地
方
で
は

初
め
て
の
本
格
的
な
も
の
。
 

ネ
ッ
ト
裏
の
ス
タ
ン
ド
下
に

は
、
管
理
室
や
放
送
、
記
録
室

も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
日
行
わ
れ
た
式
に
は
、
 

寺
田
市
長
は
じ
め
隣
接
町
村
長
、
 

体
育
協
会
等
の
関
係
者
百
二
十
 
 

人
が
出
席
。
引
き
続
き
市
民
体

育
館
で
行
わ
れ
た
落
成
式
で
は

市
長
が
、
 
「球
場
の
完
成
を
契

機
に
よ
り
い
っ
そ
う
地
域
の
ス

ポ
ー
ッ
振
興
に
努
カ
し
た
い
」
 

と
あ

い
さ
つ
、
完
成
を
祝
い
合

い
ま
し
た
。
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八
月
は
、
福
祉
年
金

の
受
給
者
が
、
年
金
証
書
を

市
に
提
出
す
る
月
で
す
。
 

福
祉
年
金
は
、
 
一
定
の
額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た

り
、
ほ
か
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
す

る
と
支
給
を

停
止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
》
 

こ
の
調
査
の
た
め
毎
年

一
回
証
書
を
提
出
し
て
も
 

ら
い
、
併
せ
て
、
ほ
か
に
恩
給
や
年
金
を
受
け
て
い
 

る
方
は
申
し
出
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ノ、
 
こ

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
今
年
の
八
月
か
ら

な

来
年
の
七
月
ま
で
の

一
年
間
の
福
祉
年
金
が

受
け
ら

れ
 
れ
る
か
、
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
o
 

忘
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
十
二
月
支
給
分
の
福

お

祉
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
ロ
 

‘
。
‘
 八
月
分
刀
福
吐
年
金
を
皿
又け
と
っ
た
』
り
、す
ぐ
に
 

‘
」
 証
書
を
市
社
A
瓦
課
・
国
民
年
金
系
か
各
支
折
、

コ
ミ
 

'
＋
山
 ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
、
松
島
司
開
没
準
満
」至
へ

提
出
し
て
下
さ

い
。
 

福祉年金（国民年金）証書 

国
民
年
金
の
受
給
者
で
若
葉
に
住
所
（
町名
）
 
d
 

が
変
わ
っ
た
方
は
、
す
み
や
か
に
、
 
「住
所
変
 

更
届
」
を
社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二
 

一
 

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

【
 
こ

の
届
を
し
ま
せ
ん
と
、
年
金
が
行
か
な
い
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課

・
国
民
年
金
係
 

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

国
民
年
金
の
受
給
者
は
 

‘
 

、
 

＋
プ
』
身

h」
田

づ
t
ー
 プ
ョ
才・
一
，J【ん
 

”
 

若
葉
に
町
名
が
変
わ
っ
た
 

o
第
十
一
回
県
産
品
愛
用
ま
つ
り
 
△
実
演
コ
ー
ナ
ー
 
食
品

・
一
刀
彫
南
部
馬
 

〇
第
四
回
西
北
五
物
産
観
光
展
 

・
凧
絵

・
ヒ
バ
表
札
名
入
れ
。
 

ロ
と
 
き
 
八
月
十
五
日
（
金
）
か
ら
十
八
日
 

△
無
料
試
飲
会
 
津
軽

ワ
イ
ン
 

（月
）
ま
で
。午
前
九
時
三
十
分
 

△
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
津
軽
民
謡

（
午
前
十
 

か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
。
 

一
時
と
午
後
二
時
の
二
回
）
 

ロ
と
こ
ろ
  
中
三
デ
パ

ー
ト
五
所
川
原
店
 
主
催
 
青
森

県

・
青
森
県
物
産
協
会
 

△
即
売
品
 
お
菓
子

・
民
・
工
芸
品
・
水
産
 
共
催
 
西

北
五
物
産
観
光
展
運
営
協
議
会
 

物
・
一
般
食
品
・
銘
酒
な
ど
。
 

（
西
北
五
の
各
市
町
村
加
盟
）
 

対
象
は
、

昭
和
3
5年
生

ま
れ
 

市
で
は
、
五
十
五
年
度
の
成

人
式
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和

三
十
五
年
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
 

該
当
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
 

家
族
、
友
人
等
一
般
市
民
の
方

も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
出

席
下
さ
い
。
 

楽
し

い
成
人
の

つ
ど
い
が
行

わ
れ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
七
日
（
日
）
 

午
後
一
時
か

ら
三
時
三
十
分
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
（
栄

町
）
 

ロ
成
人
の
つ
ど

い
 
「
う
た

ご
え
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
に
通

知
状
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
通
知

も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
（
。
 

⑤
二
一
一
一

番
・
内
線
ニ
五

〇

番
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

広報ごしょがわら 	昭和55年（1980年） 8月1日（476号） ③ （第 3種郵便物認可） 

、
 

 
若
葉
に
町
名
が
変
わ
っ
た
 

国
民
年
金
の
受
給
者
で
若
葉
に
住
所
（
町名
）
 

が
変
わ
っ
た
方
は
、
す
み
や
か
に
、
 
「住
所
変

更
届
」
を
社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
一
一

課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
届
を
し
ま
せ
ん
と
、
年
金
が
行
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

鵬
 
詳
し

い
こ
と
は
、
市
社
会
課
・
国
民
年
金
係
 

．
 

へ
お
た
ず
ね
下
さ

い
。
 

”
 

国
民
年
金
の
受
給
者

は
 

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
、
年
金
証
書
を
 

市
に
提
出
す
る
月
で
す
。
 

福
祉
年
金
は
、

一
定
の
額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た

1
 

り
、
ほ
か
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
す
る
と
支
給
を

一【
司
 

〇
第
十
一
回
県
産
品
愛
用
ま
つ
り

〇
第
四
回
西
北
五
物
産
観
光
展

ロ
と
 
き
 
八
月
十
五
日
（
金
）
か
ら
十
八
日
 

（月
）
ま
で
。午
前
九
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
中
三
デ
パ
ー
ト
五
所
川
原
店

△
即
売
品
 
お
菓
子
・
民
・
工
芸
品

・
水
産

物
・
一
般
食
品

・
銘
酒
な
ど
。
 
 

△
実
演
コ

ー
ナ
ー
 
食
品
・

一
刀
彫
南
部
馬
 

・

凧
絵
・
ヒ
バ
表
札
名
入
れ
。
 

△
無
料
試
飲
会
 
津
軽
ワ
イ
ン
 

△
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 
津
軽
民
謡

（
午
前十
 

一
時
と
午
後
二
時
の
二
回
）
 

主
催
 
青
森
県

・
青
森
県
物
産
協
会
 

共
催
 
西
北
五
物
産
観
光
展
運
営
協
議
会
 

（
西
北
五
の
各
市
町
村
加
盟
）
 

対
象
は
、
昭
和

3
5年
生

ま
れ
 

市
で
は
、
五
十
五
年
度
の
成

人
式
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭
和

三
十
五
年
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
 

該
当
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
 

家
族
、
友
人
等

一
般
市
民
の
方

も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
出

席
下
さ

い
。
 

楽
し

い
成
人
の
つ
ど
い
が
行

わ
れ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
八
月
十
七
日

（
日
）
 

午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
（
栄

町
）
 

ロ
成
人
の
つ
ど

い
 
「
う
た

ご
え
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
に
通
知
状
を
差

し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
通
知

も
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課

（
。
 

⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
二
五
〇

番
）

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 
 

停
止
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
調
査
の
た
め
毎
年

一
回
証
書
を
提
出
し
て
も
 

ら
い
、
併
せ
て
、
ほ
か
に
恩
給
や
年
金
を
受
け
て
い
 

る
方
は
申
し
出
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ど
、
 
こ
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
今
年
の
八
月
か
ら

来
年
の
七
月
ま
で
の
一
年
間
の
福
祉
年
金
が

受
け
ら

れ
る
か
、
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
 

も
し
、
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
十
二
月
支
給
分
の
福

祉
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

八
月
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

証
書
を
市
社
会
課
・
国
民
年
金
係
か
各
支
所
、
コ
ミ

ュ
ラ
丁
ィ
セ
ン
タ

ー
中
川
、
松
島
同
開
設
準
備
室
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

提出をお忘れな 

福祉年金（国民年金） 
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転
管
理
者
協
会
（
下
山

功
ブ

ロ
 

交
通
事
故
防

止
非
常
事
態
宣

言
中
の
七
月
二
十

一
日
、
市
内

の
料
飲
店
経
営
者
、
従
業
員
五

＋
人
が
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
死

亡
事
故
に

つ
な
が
る
酒
酔

い
運

転
の
追
放
を
訴
え
ま
し
た
。
 

市
接
客
業
防
犯
協
力
会
の
呼

び
か
け
で
行
っ
た
も
の
で
、

パ

レ
ー
ド
に
先
だ
ち
 
「車
で
来
た

客
に
は
絶
対
酒
を
出
さ
な
い
、
 

飲
ま
せ
な
い
」
運
動
を
再
度
申

し
合
わ
せ
、
チ
ラ
シ
を
配
っ
て

ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
に
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
ブ

ロ
ッ
ク
安
全
運
 
ッ

ク
長
）
な
ど
主
催

の
西
北
五
 

交
通
安
全
ー
講
演

会
に

三
千

人
 

断
ノ

酒
酔
い

運
転
 

料
飲
店
主
ら
が

パ

レ
ー
ド
 

交
通
安
全
講
演
会
は
、
七
月
十
 

天
坂
弁
護
士
が

講
演
 

九
日
市
民
体
育
館

に
約
三
千
人

が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

「
ヤ
ン
グ

の
交
通
事

故
防
止

を
考
え
る
集
い
」
 
と
銘う
っ
た

講
演
会
に
は
、
高
校
生
も
大
ぜ

い
参
加
。
福
田
五
所

川
原
警
察

署
長
が
交
通
事
故
の
現
況
を
報

告
し
た
あ
と
生
々
し

い
事
故
の

現
場
や
応
急

手
術
を

撮
し

た
 

「果
て
し
な
き
交
通
戦
争

」
の
映

画
が
上
映
さ
れ
、
出
席
者

に
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。
 

寄 

付 

市
立
五
所
川
原
小
学
校
長
の

長
峰
慈
さ
ん
は
七
月
十
四
日
、
 

教
育
振
興
基
金
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
財
団
法
人
市
教
育
振
興

会

へ
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
母
イ
ョ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

善
銀
預
託
者
 

▽
市
内
寺
町
工
藤
電
気
（
工

藤
八
太
郎
代
表
）
は
、
天
井
用
 

森
田
村
出
身
で
、

東
京
で
弁

護
士
を
し
て
い
る
天
坂

辰
雄
氏

が
「
交
通
事
故

の
原
理
を
考
え

る
」
と
題
し

て
講
演
。
 
「交
通

事
故
で
若
者
の
一
人
が
亡
く
な

っ
た
場
合
、
尊

い
生
命
は
も
ち

ろ
ん
、
本
人
が
生
き
て
い
る
と

仮
定
し
た
と
き

の
平
均
余
命
や

稼
動
日
数
か

ら
一
億
数
千

万
円

の
損
失
と
な
る
。
 

こ
の
損
失
が
そ
の
家
庭
を

直

撃
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
次

第
に
一
族
を
巻
き
込
み
、
幾
世

代
に
も
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
」
等
、
事
故
の

悲
惨
さ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

教
育

振
興

会

へ
 

扇
風
機
四
基

（
十
二
万
円
相
当
）
 

を
預
託
▽
津
軽
三
味
線
秀
栄
会
 

（
木
田
林
松
栄
代
表
）
が
民
謡

チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ウ
の
益
金

四
万
七
千
九
百
七
十
六
円
を
預

託
▽
長
富
婦
人
会
（
藤
森
き
ん

こ
代
表
）
が
お
し
め
三
十
点
を

預
託
。
 

ー

長
峰
さ
ん
、

1
0万円
寄
付
 

K 	o 

◇ 0 
~ 

チケット」 を身につけさせましょう。 

〇少年は、性に関し気軽に相談し協力してくれる人を求

めています。そのため親自身が正しいモラルと正確な

知識を得ていなければなりません。 

55年 4 月 1 日から、青少年健全育成条例が施行さ

れました。この条例により、だれでも18歳未満の少年

に対し 「いん行又はわいせつ行為」をした場合は、 

罰せられることになりました。 

〇見知らぬ男の車による誘いは危険です。 

はっきりと断りましょう。 

〇少女の非行・不良行為は、不純な異性との交遊から急 

速に性非行へと深みにはいりやすいので、非行のきざ 

しには、特に注意しましょう。 

〇だれに知られても良いような明るい交際のための 「エ 

ャカ破通難防止をれ碑 	
④  （第 3 種郵便物認可） 
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断
ノ

酒
酔
い

運
転
 

料
飲
店

主
ら
が

パ
レ

ー
ド

ー
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だまされて 2人 
(1.4%) 

おどされて 
4 人（2.7%) 

チケット」 を身につけさせましょう。 

〇少年は、性に関し気軽に相談し協力してくれる人を求

めています。そのため親自身が正しいモラルと正確な

知識を得ていなければなりません。 

性非行防止 

55年 4 月 1日から、青少年健全育成条例が施行さ

れました。この条例により、だれでも18歳未満の少年

に対し 「いん行又はわいせつ行為」 をした場合は、 

罰せられることになりました。 

〇見知らぬ男の車による誘いは危険です。 

はっきりと断りましょう。 

〇少女の非行・不良行為は、不純な異性との交遊から急 

速に性非行へと深みにはいりやすいので、非行のきざ 

しには、特に注意しましょう。 
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五
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運

転
管
理
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協
会
（

下
山
功
ブ

ロ
 

交
通
事
故
防
止
非
常
事
態
宣

言
中
の
七
月
二
十
一

日
、
市
内

の
料
飲
店
経
営
者
、
従
業
員
五

十
人
が
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
死

亡
事
故
に

つ
な
が
る
酒
酔

い
運

転
の
追
放
を
訴
え
ま
し
た
。
 

市
接
客
業
防

犯
協
力
会
の
呼

び
か
け
で
行
っ
た
も
の
で
、
パ

レ
ー
ド
に
先
だ
ち
「
車
で
来
た

客
に
は
絶
対

酒
を
出
さ
な

い
、
 

飲
ま
せ
な
い
」
運
動
を
再
度
申

し
合
わ
せ
、
チ
ラ
シ
を
配
っ
て

ド
ラ
イ
バ

ー
や
歩
行
者
に
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 
 

ッ
ク
長
）
な
ど
主
催

の
西
北
五

交
通
安
全

講
演
会
は
、
七
月
十
 
 

九
日
市
民

体
育
館

に
約
三
千

人

が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

「
ヤ
ン
グ

の
交
通
事
故
防

止

を
考
え
る
集
い
」
 
と
銘う
っ
た

講
演
会

に
は
、
高
校
生
も
大
ぜ

い
参
加
。
福
田
五
所

川
原
警
察

署
長
が
交
通
事
故
の
現
況
を
報

告
し
た
あ
と
生
々
し

い
事
故
の

現
場
や
応
急

手
術
を
撮
し

た
 

「果
て
し
な
き
交
通

戦
争
」
の
映

画
が
上
映
さ
れ
、
出
席
者

に
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。
 

寄 

付 

市
立
五
所
川
原
小
学
校
長
の

長
峰
芸
さ
ん
は
七
月
十
四
日
、
 

教
育
振
興
基
金
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
財
団
法
人
市
教
育
振
興

会

へ
十
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
母
イ
ョ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

善
銀
預
託
者
 

▽
市
内
寺
町
工
藤
電
気
（
工

藤
八
太
郎
代
表
）
は
、
天
井
用
 

森
田
村
出
身
で
、
東
京
で
弁

護
士
を

し
て
い
る
天

坂
辰
雄
氏

が
「
交
通
事
故
の
原
理
を
考
え

る
」
と
題
し

て
講
演
。
 
「交
通

事
故
で
若
者
の
一
人
が
亡
く
な

っ
た
場
合
、
尊

い
生
命
は
も
ち

ろ
ん
、
本
人
が

生
き
て
い

る
と

仮
定
し
た
と
き

の
平
均
余
命
や

稼
動
日
数
か
ら
一
億
数
千

万
円

の
損
失
と
な
る
。
 

こ
の
損
失
が
そ
の
家
庭
を
直

撃
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
次

第
に
一
族
を
巻
き
込
み
、
幾
世

代
に
も
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
」
等
、
事
故
の

悲
惨
さ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

教
育

振
興

会

へ
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円
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預
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▽
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ョ
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円
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会
（
藤
森
き
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）
が
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し
め
三
十
点
を

預
託
。
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護
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講
演
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十
月
一
日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
。
 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
始
ま
る

日
。
 

法
の
日
 

新
幹
線
の
開
業
記
念
日
 

そ
れ
に
、
大
事
な
こ
と
が
も
う

ひ
と
つ
、
こ
と
し
は
五
年
に

一
度

の
「
国
勢
調
査
」
の
日
で
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
こ
と
し
で
十
三

回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
大
正
九

年
の
第
一
回
以
来
、
ず
っ
と
十
月

一
日
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
 こ
 

の
大
規
模
な
調
査
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
、
 一
年
三
百
六
十
五
日
 

ー
こ
と
し
 

は
一
日
多
 
な
ぜ
「
十

月
一
 

い
で
す
が
 

の
う
ち
で
、
十
月
一
日
を
選
ん
だ

理
由
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
 

気
候
の
よ
い
秋
だ
か
ら
ー
い
い

え
、
違
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
事
情

に
つ
い
て
、
大
正
九
年
の
第
一
回

調
査
の
報
告
書
を
見
て
み
ま
し
ょ
 

・

フ
。
 

ま
ず
、
年
末
一
年
始
で
す
が
、
 

こ
の
時
期
は
 
「取
引
の
決
算
、
年

賀
の
風
習
が
あ
る
」
う
え
、
地
域

に
よ
っ
て
は
「
積
雪
が
深
く
不
適

当
」
ま
た
、
夏
は
「
炎
熱
が
激
し

く
」
こ
れ
ま
た
適
さ
な
い
。
残
る
 

は
春
と
秋
 

日
」
なの
か
 
で
す
が
、
 

春
は
「
旅
 

行
‘
遊
山
す
る
人
が
多
い
」
 
の
で
、
 

調
査
時
期
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
 
「人
々
の

職
業
的
活
動
が
盛
ん
で
、
全
人
口

の
大
半
を
占
め
る
農
業
従
事
者
に

と
っ
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
農
繁
 

期
で
は
な
く
、
か
つ
一
年
の
四
分

の
三
を
経
過
し
た
十
月
一
日
」
に

決
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

な
る
ほ
ど
、
と
う
な
ず
け
る
話

で
す
が
、
他
に
も
う
一
説
あ
っ
て

四
月
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度
の
中

央
の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査

結
果
は
“
年
度
の
平
均
値
）
と
し

て
、
行
政
上
の
利
用
に
便
利
だ
か

ら
、
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
 

大
正
九
年
以
来
十
三
回
、
毎
回
十

月
一
日
に
行
わ
れ
て
き
た
と
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う

こ
と
は
、
や
は
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わ
た
し
た
ち
国

民
の
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
か
ら
い
っ

て
も
、
国
勢
調
査
の
日
と
し
て
“最

も
ふ
さ
わ
し
い
日
〈
と
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。
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l

・

、
 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお間合わせ 

詳しくは、市都市計画課（丑⑤ 2111番‘内 

線 233番）へお間い合わせ下さい。 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画 5m 
ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	 3,000円（年間） 
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市
で
は
、
麻
疹
（
は
し

か
）
 

の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
た
だ
し
、
す

で
に
麻
疹
に
羅
患
し

た
お
子
さ

ん
は
接
種
の
必
要
は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
十
三
年

四
月
二
日
か
ら
同
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
 

昭
和
五
十
五
年
ー
 

こ
と
し
の
十
月
一
日

に
は
、
全
国
い
っ

せ

い
に
国
勢
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
国

内
に
住
ん
で

い
る
す

べ
て
の
方
を
対
象
と

し
た
、
国
の
最
も
基

本
的
で
大
規
模
な
統

計
調
査
で
す
。
大
正

九
年
、
 
「文
明
国

へ

の
仲
間
入
り
」
を
合

言
葉
に
初
め
て
実
施

さ
れ
て
以
来
、
五
年

ご
と
に
行
わ
れ
、

こ
 
 

児
 ロ

受
付
期
間
 

八
月
一
日
か

ら
八
月
十
五
日
ま
で
 

冒

・
込み
先
 
市
保
険
衛
生

課
 ロ

実
施
期
問
 
九
月
五
日
か

ら
九
月
十
六
日
ま
で

（
た
だ
し
、
 

土
曜
日
は
半
日
、
日
曜
日
は
休

み
で
す
。
）
 

ロ
措
定
医
療
機
関
 
次
の
と

お
り
で
す
。
 
（
下
記
以
外
の
医
 

と
し
の
調
査
は
十
三
回
目
に
当

た
り
ま
す
。
 

全
国
で
約
七
＋
五
万
人
の
調

査
員
が
四
千
五
百
万
枚
の
調
査

票
を
全
世
帯
に
配
布
し
、
ご
記

入
願
う
ー
と
い
う
こ

の
国
を
あ

げ
て
の
一
大
統
計
調
査
に
よ
っ

て
、
人
口
や
世
帯
数
は
も
ち

ろ

ん
、
年
齢
別
・
配
偶
者
別

・
産

業
別
・
職
業
別
に
み
た
人
口
構

成
や
世
帯
構
成
な
ど
も
明
ら
か

に
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
 

都
道
府
県
や
市
町
村
別
に
ま
と

め
ら
れ
、
行
政
を
は
じ
め
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
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。
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麻
疹
（
は
し
か
）
の
 

予
防
接
種
を

行
い
ま
す
 

協力をお願いします 
1
0月
ー
日
、
国
勢
調
査
実

施
 



五
所
川
原
納

涼
祭
 

×
H
K
テ
レ
ビ
「
お
ば
ん
で
す
」
特
集
生
放
送
 

「夏
だ
ノ
お
盆
だ
ノ
若
者
だ
ノ
」
 

と
 
き
 

八
月
十
四
日
（
木
）
午後
七
時
三
十
分
ー
午
後
八
時
五
 

十
分
 

と
こ
ろ
 
お
祭
り
広
場
（
雨
天
の
場
合
）
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

シートベルトは阜安全への 

地
 

団
 

田
 

広
 

羅

住
宅
購
入
者
の
補
充
受
付
 

（住
宅
金
融

公
庫
融
資

付
）
 

金
山
出
身
で

東
京
在
住
の
ビ

ル
会

社
社
長

高
橋

昭
夫

さ
ん
 

（
五
二
）
が
、母
校
の
市
立
松
島

小
学
校
（
小
野
勝
美
校
長
、
在

校
生
百
七
十
一

人
）
に
ピ
ア
ノ

を
贈
り
、
七
月
十
日
全
児
童
生
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
葛
西
専
吐
憂
ム

長
）
創
立
十
五
周
年

記
念
大
会
は
、
七
月

二
十
二
日
市
民
文
化

会
館
に
八
十
四
ク
ラ

ブ
か
ら
九
百
人
の
お

年
寄
り
が
参
加
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
で
は
、
葛
西
 
 

徒
、
父
兄
た
ち
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
 

昨
年
夏
、
高
橋
さ
ん
が
帰
郷

し
た
際
、
母
校
の
子
供
た
ち
に

な
に
か
援
助
し
た
い
と
申
し
入

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
贈
ら
 

会
長
が
、
 
「本
日
を
契
機
に
よ

り
い
っ
そ
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
発

展
を
図
り
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
柏
原
町
柏
生
会
の
岩
木
川

健
蔵
さ
ん
ら
単
位
老
人
ク
ラ
プ

の
功
労
者
八
十
七
人
を
表
彰
、
 

記
念
事
業
と
し
て
記
念
誌
の
贈

呈
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

次
い
で
寺
田
市
長
、
小
野
市

議
会
議
長
ら
来
賓
が
お
祝

い
の

言
葉
を
述
べ
、
佐
藤
堅
瑞
氏
（
青
 

(
 

れ
た
の
は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
ー
台

（
七
十
万
円
相
当
）
。
 

こ
の
日
は
、
同
校
の
父
兄
参

観
日
。
小
野
校
長
が
、
高
橋
さ

ん
の
来
歴
か
ら
人
と
な
り
を
紹
 

宮
城
県
金
成
町

の
陶
芸
家
・

村
上
世
一
氏
が
七
月
二
十

一
日
、
 

市
に
自
作
の
つ
ぽ

（白
粕
草
絞
、
 

十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
、
寺

田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

七
月
十
七
日
か
ら
五
日
間
、
 

産
経
会
館
で

開
催
し
た
作
陶
展
 

を
記
念
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

森
教
区
教
区
長
）
 

の
記
念
講
演
、
 

万
才
三
唱
で
式

を
閉
じ
ま
し
た
。
 

昼
食
後
五
所

川
原
マ
マ
コ
ー
 

ラ
ス
の
合
唱
や

演
芸
の
ア
ト
ラ

ク
、
ン
ョン
で
楽

し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し

た
。
 
 

介
、
 
「元
気
で
勉
学
に
励
ん
で

下
さ
い
」
 
と
いう
高
橋
さ
ん
か

ら
託
さ
れ
た
励
ま
し
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
二
年
生
の
千
葉
智

恵
さ
ん
ら
が
強
き
初
め
を
し
、
 

木
琴
な
ど
を
交
え
た
「
ド
レ
ミ

の
う
た
」
の
全
校
合
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。
 

さ
き
に
広
田
団
地

の
積
立
分
譲
住
宅
の

購
入
者
を
募
集
し
ま

し
た
が
、
募
集
戸
数

に
若
干
の
欠
員
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
次

の
要
領
で
補
充
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け

し
ま
す
。
 

ロ
受
付
す
る
積
立

区
分
 

五
＋
五
年
度
募
集
、
 

二
年
、
三
年
積
立
 
 

ロ
受
付
け
及
び
締
切
り
 

七
月
二
＋
五
日
か
ら
受
け
付

け
し
、
先
着
順
で
募
集
戸
数
に

な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま
す
。
 

ロ
受
付
け
先
 
市
都
市
計

画

課
 ロ

お
間
い
合
わ
せ
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

場
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
（
廿

〇
一
七
七
⑩

一
六
二
五
番
）
 

市
都
市
計
画
課

（
廿
⑤
二
一

一
一
番
‘
内
線
二
三
二
番
）
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高
橋
さ
ん
、
母
校
に
ピ

ア
ノ
贈
る
 

松
島
小
、
父
兄
も
そ
ろ
っ
て
弾
き
初
め
 

市老連、創立巧周年記念大会 

老
人
ク
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
 

ー

十

万
円
相
当
の
つ
ぼ

寄
贈
 

陶
芸
家
の
村

上
氏
 
ー
 

宮
城
県
金
成
町

の
陶
芸
家
・
 

金
山
出
身
で

東
京
在
住
の
ビ

ル
会

社
社
長

高
橋

昭
夫

さ
ん
 

（
五
二
）
が
、
母
校
の
市
立
松
島

小
学
校
（
小
野
勝
美
校
長
、
在

校
生
百
七
十
一

人
）
に
ピ
ア
ノ

を
贈
り
、
七
月
十
日
全
児
童
生
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会

（
葛
西専
吐
渠
A
 

長
）
創
立
十
五
周
年

記
念
大
会
は
、
七
月

二
十
二
日
市
民
文
化

会
館
に
八
十
四
ク
ラ

ブ
か
ら
九
百
人
の
お

年
寄
り
が
参
加
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
で
は
、
葛
西
 
 

徒
、
父
兄
た
ち
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
 

昨
年
夏
、
高
橋
さ
ん
が
帰
郷

し
た
際
、
母
校
の
子
供
た
ち
に

な
に
か
援
助
し
た
い
と
申
し
入

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
贈
ら
 

会
長
が
、
 
「本
日
を
契
機
に
よ

り
い
っ
そ
う
老
人
ク
ラ
ブ
の
発

展
を
図
り
た
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
柏
原
町
柏
生
会
の
岩
木
川

健
蔵
さ
ん
ら
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
功
労
者
八
＋
七
人
を
表
彰
、
 

記
念
事
業
と
し
て
記
念
誌
の
贈

呈
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

次
い
で
寺
田
市
長
、
小
野
市

議
会
議
長
ら
来
賓
が
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
、
佐
藤
堅
瑞
氏
（
青
 
 

れ
た
の
は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア

ノ
ー
台

（七
十
万
円
相
当
）
。
 

こ
の
日
は
、
同
校
の
父
兄
参

観
日
。
小
野
校
長
が
、
高
橋
さ

ん
の
来
歴
か
ら
人
と
な
り
を
紹
 

村
上
世
一
氏
が
七
月
二
十

一
日
、
 

市
に
自
作

の
つ
ぼ

（白
粕
草
絞
、
 

十
万
円
相
当
）
を
寄
贈
し
、
寺

田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

七
月
十
七
日
か
ら
五
日
間
、
 

産
経
会
館
で
開
催
し
た
作
陶
展

を
記
念
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

森
教
区
教
区
長
）
 

の
記
念
講
演
、
 

万
才
三
唱
で
式

を
閉
じ
ま
し
た
。
 

昼
食
後
五
所

川
原

マ
マ
コ
ー
 

ラ
ス
の
合
唱
や

演
芸
の
ア
ト
ラ

ク
、
ン
ョン
で
楽

し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し

た
。
 

介
、
 
「元
気
で
勉
学
に
励
ん
で

下
さ
い
」
 
と
いう
高
橋
さ
ん
か

ら
託
さ
れ
た
励
ま
し
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
二
年
生
の
千
葉
智

恵
さ
ん
ら
が
強
き
初
め
を
し
、
 

木
琴
な
ど
を
交
え
た
 
「ド
レ
ミ

の
う
た
」
の
全
校
合
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。
 

鯉

住
宅
購
入
者
の
補
充
受
付
 

（住
宅

金
融

公
庫
融

資
付
）
 

さ
き
に
広
田
団
地
  

ロ
受
付
け
及
び
締
切
り

の
積
立
分
譲
住
宅

の
  

七
月
二
十
五
日
か
ら
受
け
付

購
入
者
を
募
集
し
ま
  

け
し
、
先
着
順
で
募
集
戸
数
に

し
た
が
、
募
集
戸
数
  

な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま
す
。
 

に
若
干
の
欠
員
が
あ
 
ロ

受
付
け
先
 
市
都
市
計
画

り
ま
し
た
の
で
、
次
  

課
 

の
要
領
で
補
充
の
申
  

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

し
込
み
を
受
け
付
け
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
 

し
ま
す
。
 

場
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
す
る
積
立
 
青

森
県
住
宅
供
給
公
社
（
丑
 

区
分
 

〇
一
七
七
⑩
一
六
二
五
番
）
 

五
十
五
年
度
募
集
、
 

市
都
市
計
画
課

（
廿
⑤
二
一
 

二
年
、
三
年
積
立
 

一
一
番
一
内
線
二
三
二
番
）
 

五
所
川
原

納
涼
祭
 

×
H
K
テ
レ
ビ
「
お
ば
ん
で
す
」
特
集
生
放
送
 

「夏
だ
ノ
お
盆
だ
ノ
若
者
だ
ノ
」
 

と
 
き
 

八
月
十
四
日
（
木
）
午後
七
時
三
十
分
ー
午
後
八
時
五

十
分
 

と
こ
ろ
 
お
祭
り
広
場
（雨
天
の
場
合
）
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
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高
橋
さ
ん
、
母
校
に
ピ

ア
ノ
贈
る
 

松
島
小
、
父
兄
も
そ
ろ
っ
て
弾
き
初
め
 

市老連、創立15周年記念大会 

老
人
ク
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
 

ー

十
万

円
相
当
の
つ
ぼ

寄
贈
 

］
 

陶
芸

家
の

村
上
氏
 

L
 

地
 

団
 

田
 

広
 広

報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

戸
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